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1。 本書は、八雲村教育委員会が島根県松江土木建築事務所からの依頼を受け、

昭和56年度において実施 した中山 2号墳及び中山五輪塔群の発掘調査報告書で

ある。

1     2基 會語Eも し全冒

村教育委員会社会教育係主事補宮本徳昭が担当し、あわせ事

3.遺物整理 。同実測・図面浄書は、宮本・房宗寿雄 (島根大学学生)が行い、

写真は宮本が行った。

4.編集 。執筆は宮本が担当した。

5。 現場作業に次の方々にお世話になった。

岸本公・為石重徳・岩田悟郎・和田松子・外谷幸子・為石令子・小早川

美枝子・山崎恵子・三好澄江・石原美智子・ 山崎輝子

遺物整理を須山きよ子にお願いした。

6.中山 2号墳について県文化課 卜部吉博主事、遺物について島根大学名誉教授

山本清氏に多大なる御教示を賜 り、記して感謝の意を表する次第である。
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I 調査にいたる経緯とその背景

昭和55年 6月 中旬、八雲村教育委員会は県道大東東出雲線改良工事の情報を得

たため、分布調査をもとに現場確認を実施した。その結果中山 2号墳の墳丘大半

が、工事予定範囲に含まれていた。早速八雲村建設課に報告と設計変更を要望し、

この経過について昭和56年 3月 の八雲村文化財保護審議会に報告 した。

昭和56年 10月 中旬、中山五輪塔群 (当 時石垣として使用)について、旧土地所

有者より村教育委員会へ通報があり、現場確認の後、村建設課へ連絡をとった。

これを受け村建設課・松江土木建築事務所 と村教育委員会の三者立会いで、現場協

議をした結果、「地形上設計変更は無理」との結論により、発掘調査を実施する

こととなった。

村教育委員会は増福寺古墳群の発掘調査実施中であったため、昭和57年 1月 の

1箇月間を現場調査期間とし、松江土木建築事務所 と委託契約を行ったが、実際

には昭和56年 12月 20日 より現場調査に入 り、降雪等の影響により当初予定期間を

越え、昭和57年 2月 25日 に終了し、以後報告書作成作業を行った。

誼 1 『八雲村の遺跡』 八雲村教育委員会 1978年

Ⅱ 位 置 と 環 境

八雲村は松江市の南部に位置し、意宇川の上 。中流域にあたり、それに流れ込

む数本の小河川により地形をつ くられている。遺跡は村の北側 (村 の入口)に広

がる平原郡二つをとり囲む地域 (日 吉・岩坂)に集中している。そしてこの平野

部に出る小河川を朔 るように遺跡が点在しているが、近年の分布調査で小河川の

上流部の高所・谷口には中世の遺跡が確認 されつつある。また地形的な条件から、

宅地造成が遺跡集中部を襲 うようになり、遺跡が発見されると同時に消滅の状況

にある。

このような中で、重要な考古学的発見がある。昭和55～ 56年 にかけて村教育委
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員会が発掘調査した小屋谷吉墳群は、 4世紀代の 3基の方系墳であったが、箱式

石棺 。壺棺とともに、 3号墳の組合式木棺内から四地鏡 1面 が出土している。ま

た増福寺古墳群は12基の方墳が発掘調査 され、 5世紀後半から6世紀初めの間に

築造されたようで、同一丘陵上にある土井13号墳の例 とともに、この丘陵上にあ

る50基前後の古墳はほぼ同一時期に築造された方墳群であると考 えられ、今後こ
註 1

の時期の群集墳 として、重要な意義が見出され るものであろ う。

今回発掘調査の対象 となった中山 2号墳 と同五輪塔群は、八雲村第一の平野の

南東部に南か ら突 き出た水田比高15～ 20mの台地状の、それぞれ西 と東の隅に位

置 している (第 1図 )。

この南の山は『雲陽誌』意宇郡東岩坂の条に「古城山 城主来歴 しれず但民此

山を禅定寺 といふ」 と出てお り、砦状に形成 した山容 となっている。この山の西

半分には、禅定寺古墳群 。同横穴群があ り、各10基前後確認 されている。その南

の平坦面 (現在畑)か らは、鉄製刀子 (第 2図)が出土 している。

中山古墳群は八雲村第一の平野 を見下 してお り、 3基の方墳が各三角形の頂点

のように分布 している。 2号墳は 1号墳 を南西27mに見下 し、 3号墳に南南西33

mか ら見下 されている。 3号墳は 1号墳 を、北西27.5mに 見下 している。

中山五輪塔群のある台地状の丘陵には、他に五輪塔・ 宝医印塔等石造物片が点

在 してお り、畑には須恵器・土師器片が散布 している。

またこの県道大東東出雲線改良工事 に伴い、才ノ峠サエの神 。中山サエの神が

各若干移転 している。 どちらも移転及 び工事中に立会 ったが、露出の河原石以外、

何 も検出されなかった。

誼 1 『増福寺吉墳群発掘調査報告書』 八雲村教育委員会  1981年
『     同 上     』    同上    1982年

2 『八雲村の祭祀習俗』「サエの神 とサエの神の遷宮」 八雲村教育委員会  1981年
3 註 2に同じ

第 2図 鉄製刀子実測図
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墳口巧山中Ⅲ

中山 2号墳は現在信仰の対象 として、墳丘の南斜面に「荒神さん」が所Eら れて

いた。その前提ないし前述の環境からか、墳頂部ないし墳丘南平坦面、山側斜面

下平坦部に五輪塔片が散在 していた。従って以下調査状況を順を追って記述しな

がら、最後に五輪塔片について若千の孝察を加えることとする。

(1)五輪塔基壇 (第 3・ 4図 )

墳丘平坦面中央で、寅葉土を除去した段階に検出した。1.8× 2.lmの ほぼ南北

に主軸をとり、外側には 0。 2～ 0。 3mの河原石ないし一部山石で形を整え、その

中に李大ないしやや大 きい扁平状の河原石が詰め込まれていた。高さは 0.2m前

第 3図 五 輪 塔 分 布 図
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第 4図 基 塩 実 測 図

第 5図 砥 石 実 測 図
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後であり、構築時に墳丘表土を皿状に 3.Om四方・深さ0.25m据 り込んでいるよ

うである。河原石の中には、やや砥石状磨滅の痕跡があるもの数点検出されたが、

明確なもの 1点のみ図示した (第 5図 )

河原石包含層から遺物が検出されなかったため時期比定の資料はないが、墳頂

部に石灰質製五輪塔風輪部や同塔片が検出されており、また墳丘南の山側平坦面

に来待石製五輪塔各輪部が数基分あることなどから、五輪塔を建てるために造

れた基壇 と考えてほぼ誤 りないだろう。類例 として、松江市のかいつき山古墳の

墳頂部にこれとほぼ同規模の遺構があり、ここでは宝盤印塔の相輪部が検出され
註 1

て い る。

註 1 「松江市かいつき山古墳」、『島根県埋蔵文化財調査報告書 第Ⅳ集』1972年

(2)墳丘の調査 (第 6・ 7図 )

本古墳は南か ら北へ伸 びる台地状の西はずれに位置 し、墳丘北 。西斜面下は県

道大東東出雲線が走 っている。標高は墳頂部で42.Om、 南の山側は硯瞭なる加工

急斜面があ り、その下に平坦面が造 られ、 さらに周溝 (平坦面)。 墳丘南斜面 と

なる。他三方斜面は自然急斜面 となっている。

地形測量では、南北にやや長い方墳 とい うことは明瞭であったが、墳丘平坦面

の北西及 び南東隅部が攪乱によ り、正確な銅囲等はつかめなかった。

発堀の結果築造時の規模は、墳丘平担面で南北 7.5m。 東西 6.Om、 墳裾 では

南北 13.Om・ 東西9.5m、 高 さは南狽」1.3m。 北側 2.9m以 上 であ り、北側平野部

か ら見上げた場合を意識 しているのか、高 さ以上に墳裾辺長 さ11.Omも あ り台形

状 を呈 していた。周溝は南狽」にのみ平担面 として、幅 2.9mの 規模 を有 し、南西

隅で須恵器片が出上 した。

封土は前述のように、墳頂部中央に深 さ0.2m～ 0。 3mの五輪塔基壇による墳丘

表土の攪乱があるが、 7～ 8層で 1.0～ 0。 3mの厚 さをなしている。褐色土 と黄

色土系 (地 山ブロック多 く含む)を 版築状に盛 り、特に黄色土はかな りしまって

いた。そして北西隅一北側一南東隅の間、最下層 と各黄色土系層を墳裾部にかな

り厚 く盛 り土堤状にしていた。 これは急斜面であるため、盛土作業時に盛土流出

を防 ぐためと、常に平坦面をつ くるように考慮 したためであろ う。

封土最下層は黒色土層で、多量に炭火物 を含んでお り、中にはその組織の方向
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L==42.20M

黄色土 (地 山ブロック含)

0            5m

第 6図  墳丘実測図
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まで明瞭な もの もあ り、盛土前に その場 を焼 いたかのように見 えた。 この黒色土

層 をさらに下 げ進んだ結果、南の墳裾線か ら北へ 1.5m地点 で地山が 1.Om若 千

法面 をなしなが ら落 ち込み、その北側墳丘下全域 ほぼ平坦に、地山の変化 した と

考 えられる砂質灰色土層が広がっていた。また東西関係では、墳裾西辺中央部か

ら墳裾東西幅の 1/4ま で東西方 向にあ り、そこか ら南へほぼ直線をなしなが ら若

干の法面 をなし落 ち込んでいる。東側は北側へ直線をなす点か ら墳裾東辺中央部

へ向かって、ほぼ直線をなしなが ら垂直法面である。また地山面南西隅に 1.0×

0。 5mの 長方形の落 ち込みが浅いなが らあ り、南東隅 も段差がある。北側の平坦

面では、南側に浅い溝状の もの、中央に舟底状の落 ち込みがある。

本古墳の南側は、裾平坦面南端 か ら6.Omの 所に比高 3.Omの 平坦面がある。

この平坦面か ら北へ 3.Omの 間は、落差 2.Omの 急斜面 になってお り、それか ら

―――  L=41.00M

::孫

::::::プ

0        5m
l l l , 1 :

|

第 7図 墳丘下実測図
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北へ 2.44mの平坦面 がある。 さらに北へ 1.Omの 間、落差 0。4mの 斜面 とな り、

裾南平坦面へ とつながっている。丘陵上の平坦面は、自然地形 としては不 自然で

あ り、また土層観察か らも何 らかの造成が行われていると考 えられる。

(3)内 部主体 (第 8・ 9図 )

墳丘平坦面中央に第二主体部、それに平行 して北東部 に第二主体部が位置 して

お り、第一主体部の主軸は N-68° 一Wを、第二主体部の主軸は N-67° 一Wを 各

々とってお り、主軸間距離 で約1.68mの ほぼ平行の位置関係にあった。

検出の端緒は五輪塔基壇 を取除いた時、のちの第一主体部南隅のす ぐ外側で須

恵器蓋罫 3セ ットが各倒置 されてお り、のちの第二主体部北東側長辺ほぼ中央 (鉄

製刀子出土地点)の す ぐ外側に須恵器小形壺 1つ がほぼ正立 してお り、第一主体

部西隅外側で手づ くね土器が 1つ東へ国が向 くように倒れていたことによるもの

である。

五輪塔基壇を完全に取除いた表上下 0。40mで、長方形の黒色上部分が 2本平行

L==41.40M

o                 5Clcm
I ! 1 1 1 1

第 8図  第一主体部実測図
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に検出され、それを堀 り進めたのが第一主体部 。第二主体部である。

検出規模は、第一主体部が1.86× 0。 76× 0.24mの 若千平行四辺形を呈し、第二

主体部は2.12× 0.66× 0。45mの若千北西辺 (短 辺)幅が狭い長方形を呈していた。

第一主体部からは、副葬品は検出されなかった。第二主体部からは、鉄製刀子

一本が検出された。検出状況は、主体部主軸とほぼ直交するように、北東側長辺

の中央部に接し、刃を上にしてたてかけたような状態であった。

また第一主体部北隅と第二主体部南隅とのほぼ中央で、第二主体部床面同レベ

ルに、朱 とそれに東接して鉄鏃が 5本分が刃先をほぼ北東方向に向け、若干基部

が刃先よリレベル的に下がった状態で出上した。

以上のようなことから、主体部は木棺直葬で、検出した規模から木棺痕のみど

考えられる。第一主体部 と第二主体部の間から鉄鏃が出土していることは、検出

過程から第二主体部があったか、または第一主体部 と第二主体部が同時に大 きい

堀 り方の中に埋葬 されたと考えられる。

L=41.40M

50cln
! 1 1 1 1 1

第 9図 第二主体部実測図
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(4)遺物 (1第 10図)  .

本吉墳からは、鉄製品 (刀子・鏃 )

須恵器蓋郭 J手づくね上器が出上してい

るが、以下この順で述べていくこととす

る。

鉄製刀子 第二
―
主体部に副葬 されてい

たもので、刃先が上になりあたか も木棺

に立てかけたようにして検出された。
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第10図  遺物実測図



全長 25,4 cm、 刃部長 20。 4 cm、 同幅 1.4 cm、 棟厚 0。 4 cm、 茎幅 0。 9 cm、 同厚 0.4～

0。 3 cmを 測 る。茎端か ら36.8 cm(刃 部 1.8 cm)ま で、木質が若干残 っていた。ま

た刃部中央一部に銹が厚 さ 0。 2 cm前 後の平縁状 に残 ってお り、輪状の ものが推定

され る。

刀子 としては刃部がかな り長 く、短刀 と誤 りかねないほどである。

鉄鏃 第一主体部北隅 と第二主体部南隅 とのほぼ中央、第二主体部床面 と同 レ

ベルで、朱 と共件 したものである。完形は 1本 もな く、完形に近い ものが 1本 ある

ほかは、茎部 4。 身部 1が出土 してお り、5本 ないし4本があったと考 えられよ う。

完形に近 い ものは、推定全長 10.9cm、 箆被部幅 0。 7 cm、 同厚 0。 3 cm、 矢先部長

2.O cm、 同最大幅 1.2 cm、 同厚 3.O cm、 茎長 (推定)1.8 cm、 同厚 0。 3 cmを 測 る。

関は明瞭ではないが、矢先部 と茎はかな り短 く、突根棘箆片丸柳葉式に属す るも

のである。

他の残欠 を見ると、完形 に近い ものとほぼ同規模な茎 1本 と、長 3.2～ 3.4cmの や

のやや長い ものが 2本 ある。

完形品がな く不明確ではあるが、茎の形態か ら2つ に分 け られよう。

須恵器蓋邦 第一主体部南隅す ぐ外側に、いずれ も天地逆にして合わさり、 し

か も相互に L状 に置かれてた状態で検出された。

No.1-1は、日唇部に段がつ き、天丼部か ら体部に移 る所に鈍い突帯 をもちそ

れに沈線が入 る。天丼部は回転ヘラ削 り、体部は回転 なでをしてお り、内面は中

央部 を横なでで、他は回転な どをしている。灰 白色 を呈 し、重量 も軽い。

No.1-2は 、日唇部に段はな く、受部は きれいにつまみ上 げてお り、底部はや

や雑な回転ヘラ削 りをしている。他の調整はNo.1-1と 同 じで、色調、重量感 と

も同 じである。たちあが り部は、内傾 し内面に顕著な起伏がある。

No.2-1は 、日唇部 に段がつ き、天丼部か ら体部に移 る所に段がついている。

No。 1-1と 主要寸法ほぼ同じであるが、段以下口縁までの間はややふくらみがある。

No.2-2は 、No.1-2に比べ受部が浅 く、たちあが りはかな り高い。器高 も少

し高いが、他の重要寸法はほぼ同 じである。たちあが り内面は、平坦をなしてい

る。調整等 もほぼ同様であるが、青灰 自色 を呈 している。

No。 3-1は 、完全にNo.3-2と 合わさっていなかったために体部が壊れてお り、

焼成がやや不良のせいか細部は明瞭でない。国唇部に浅い段 があ り、天丼部か ら
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体部に移 る所に突帯がついている。調整等は他 とほぼ同様であるが、焼成がやや

不良で、色調 も黒灰色 を呈 している。

No.3-2は、No.2-2に比べ各主要経 l cm前後小 さいが、た ちあが りや器高は

ほぼ同 じである。口縁部の段 tよ 、明瞭には確認で きず、色調は青灰自色を呈 して

いる。

以上 を概観す ると、大 きさの面でNo.1-1と No。 2-1が ほぼ同じであ り、No,3     .

-1は 器高以外が少 し小 さい。身で もほぼ同様であるが、たちあが り高はNo.2-

2と No.3-2が高 く、 これ等に比べるとNo.1-2はかな り低 い。

次に調整等でみると、No。 3-1は 天丼部か ら体部 に移 る所が突帯 となっている

のに対 し、No。 1-1と No.2-1は突帯 よりも沈線のほ うがめだつ。そしてNo。 3-

1の焼成は他に比べて も、不良の ものであ り、全体的に少 し焼成が柔かい。No。 1

-2の 受部は きれいにつまみ上げられているのに対 し、No.2-2と No.3-2は 平

坦であ り、口縁か らたちあが りにかけての形態 も、No。 1-2と No.2-2や No.3-

2と では異なっている。

須恵器小形壺 第二主体部北東側長辺のほぼ中央、す ぐ外側で正立 した状態で

検出 された。

若干ふ くらみかげんの口縁か ら基部、体部の上か ら 1/3の ところが、最大径 と

なっている。肩か ら腹部 にかけてか き目状の回転調整がみ られ、体部高 1/2以下

は回転ヘラ削 りで、底部は回転ヘラ起 しをしている。

色調は青灰色 を呈 し、焼成 も良好である。

手づ くね土器 第一主体部西隅外側で、国が東へ向 くように倒れた状態で検出

された。 るつば状で上か らみ ると、隅丸方形 を呈 している。底 は若子の平 らな部     、

分があ り、安定性は良い方である。

(5)五輪塔

本吉墳に付随す る五輪塔には、墳頂部にあった もの と、墳丘南裾平坦面でその

一段高い南の平坦面にあった ものがある。材質 も二種類 に分 け られ、形態的に も

分 け られ る。 しかし細部については、風化が著 しく明確な判断は無理である。た

だいえることは、墳頂 にあった ものは、墳頂中央にあった基壇に建て られた もの

であることと、両者 ともに村内では極めて珍 しい材質 であることである。
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塔五山中Ⅳ

中山五輪塔群は、字中山の台地状に伸 びた丘陵の東根元部に仕置 している。三

好勇市氏旧所有地内に、竹根が畑に延 びることを防 ぐ溝 を堀 り、その壁に近 くに

散在 していた五輪塔 を石垣 として、高 さ1.Om、 長 さ7.5mに わたって使用 されて

いた ものである。

三好勇市氏の協力を得、石垣 として使用 されていた もの全部 を堀 り起 し、現在

三好勇市氏所有地内で保存 されている。

五輪全部揃 って 1基 となった ものは数基 と考 えられ、本来のセ ット関係 を無視

して各輪をみた場合、22基 が五輪揃い、その他各輪等か らみて少な くとも45基 以

上 あったと考 えられる。

素材はかな り制約 されていたようで、本来の各輪の形状 とは異な り、左右 。前

後不対称の ものが多 くみ られ る。各輪の形状・調整等は、風化 。破損等で詳細に

は検討で きないが、梵字は見 られなかった。

空輪は宝珠形の安定感のあるもので、その形態は二種類 にかけ られる。一種は

いわゆる宝珠形の もので、やや背の低い もの も一部 ある。 もう一種は逆台形 と円

錐形 を組合せた もので、いわゆる宝珠形の ものに比べ全体 に背が高い。二種類 と

もに、下半分は直線的な形態 をなしている。

風輪は長方形ないし逆台形の もので、空輪 との関係か ら個体差はあるがおおむ

ね二種類に分 けられよう。空輪がいわゆる宝珠形の ものは、逆台形で背が高い。

空輪が宝珠形でない ものは、長方形で背が低 い。いずれ も素材の制約か ら、平担

面 になっているものが多 く、上か らみると隅丸長方形ないし隅丸台形の ものが多

い。また火輪への挿入部は安定 しているが、空輪底部中心か らずれた ものが多い o

火輪はあま り背の高い ものはないが、軒反 りは顕者な もの とほぼ直線的な もの

がある。下端 も軒反 り同様に、反 りの顕著な もの と直線的な ものがある。屋根流

れや軒口 も各二種類ある。風輪が挿入 されるところは、 しっか りした ものである。

水輪は球形 と下ぶ くれの中間に属 し、背の高い もの と低い もの とに分けられ る。

天地が広いカットになってお り、やや方形に近い もの もある。

地輪は正立方体の もの と、背の低い立方体 とに分 け られ る。

- 15 -



以上五輪塔について概観 したが、前述のように45基 の五輪塔全てが同一時期 と

するには無理があろう。造立期からの五輪全てが純ったも,の はな く、その検討 も

充分に行っていない段階ではあるが、形態から少 くとも2種類に分類できると思

われる。各輪の様相より中世後半期に属するもので、個々にはかなり幅があると

考えられる。

五輪塔の外に、 1点宝饉印塔の相輪部残欠があるので若干の状況を述べる。現

状では 7本の区画線が入った九輪部と見られ、一番下は請花部の一部と考えられ

る。五輪塔のように、素材に制約をうけた形跡はな く、整 った宝麓印塔の一部 と

考えてよかろう。

中山五輪塔群について大概を述べたが、この同一台地上にはかなりの五輪塔や

宝麓印塔があり、また村内にも多くのものが点在、群集しているので、全村的な

検討が必要な時期にきたと考えられる。
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第11図 五輪塔実測図
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V 結

中山古墳群の 3な いし 4基存在す る古墳の うち、 2号墳 を調査 したのであるが、

丘陵先端部の地形 を巧みに利用 して築造 されていた。墳丘築造以前に何 らかの遺

構があったが、いわゆる旧表土 を残 した状態で丘陵側を大 きく削取 し、それを盛

土 として利用 している。旧表土 (盛土以前の表土)の 状態は、炭火物 を敷 きつめ

たかのようであ り、儀礼的な もの とすれば注 目に値す る。

内部主体は二つの木棺直葬痕が検出されたが、 さらに第一主体部 と第二主体部

との間か ら、朱 と鉄鏃が検出されている。以上の結果 と検出状況か ら、次のよう

な ことが考 えられよう。

第一に、第二主体部の存在が考 えられる。そして この時、第一 と第二主体部の

間に平行 してあったか、または どちらか一方 と切合い関係 にあったかの二説が考

えられる。いずれ も、第二主体部床面 レベルと同じ深 さの ものである。

第二に、第一 と第二主体部は同時に埋められ、その時 この二つの主体部間 も堀

り込まれていたか、または盛土が してなかったと考 えられ る。

これ らのことが考 えられ るがヽ第二主体部の確認、第一 と第二主体部の前後関

係 も把握できなか った。

遺物は土器 (須 恵器・手づ くね土器)と 鉄製品 (刀 子・尖根鏃)で あるが、土

器は主体部直上にあったことか ら、本古墳の時期決定の材料 とな り得 る。

土器はいずれ もその出土状況か ら、ほぼ原位置 と考 えて誤 りないであろう。須

恵器蓋邦 3セ ットについては、既 に述べたように個体別差があるが、同一時期の

もの と考 えてよかろう。類例 としては、荒神谷 7号墳 (方墳)出 土品・喰ケ谷 1

号墳出土品・増福寺 1号墳出土品 。鍛治屋谷 1号墳出土品 。井出平山 2号墳出土

品等が挙げ られるが、中で も前 3例はよく似た形態 を もっている。日縁径やたち

あが りの形態等か ら、山本清氏の須恵器編年を論挺 として、 Ⅱ期の範囲にいれて

よいと考 えられる。

他の土器については、管見では類例がな く確証は得 られないが、出土状況や作

り等か ら考 えて、須恵器蓋罫 と同一時期 と考 えてよかろ う。

墳丘下の遺構については、封土 トレンチの結果確認 され、封土 を完全に除去 し
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て検 出 されたが、 あ る程度 の時期 が経 た後 (南 側段差部 に土 砂 が堆積 した後)に 、

古墳 が築造 された と推定 で きるのみである。南側段差 部 の黒色土層 (炭 化物層 )

直下 で、 1点の細片化 した土師器 と思 われ る もの を検 出 したが、 この遺構の性格

等 を判断 し得 る ものではなか った。

また墳丘南側平坦 面南西隅 か ら須恵器片 が検 出 されて い るが、壺片 とい う程度

しか判断 で きなか った。

以上 の よ うな ことか ら、本古墳 は丘陵先端部 に、古墳 時代後 期 (山 本氏須恵器

編年 の Ⅱ期)に築造 され た もので、 その後 中世半 ば前後 に五輪塔 が構築 され、近

代 は荒神 を祀 っていた もの と考 え られ る。

註1 『八雲立つ風土記の丘周辺の文化財』所版 島根県教育委員会 1975年
2 『喰ケ谷吉墳群』 松江市教育委員会 1981年
3 『増福寺古墳群発堀調査報告書』 八雲村教育委員会 1981年
4 『島根県埋蔵文化財調査報告書』 第Ⅳ集所版 島根県教育委員会 1973年
5 註4に 同じ

6 『増福寺古墳群発堀調査報告書』 八雲村教育委員会 1982年
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掘 後 (南西 よ り)
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墳丘下遺構 (南 よ り)

五輪塔基壇遠景 (南 よ り)
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主体部遠景 (南 よ り)

主体部近景 (第一主体部 下 第二主体部 L)(南より)

占
ふ
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第二主体部 (南 より)
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墳丘南平坦面五輪塔分布状況 (北より)

墳丘南側 トレンチ CEIヒ より)
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中山五輪塔群 (南東より)

中山五輪塔群 (北東より)
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